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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ニ
〇
一
一
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
謹
ん
で
市
民
の
皆
様
に
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
本
市
は
市

制
施
行
五
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、
マ
ン

ゴ
ー
ま
つ
り
、
牛
ま
つ
り
、
エ
コ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど

の
関
連
事
業
を
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協

力
の
下
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

四
月
に
は
宮
崎
県
で
口
蹄
疫
が
発
生
し
、
そ
の

影
響
で
、
本
市
で
も
肉
用
牛
の
競
り
市
が
二
ヶ
月

に
渡
り
中
止
さ
れ
る
な
ど
大
き
な
影
響
を
う
け
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
一
方
で
、
宮
古
管
内
の
サ
ト

ウ
キ
ビ
生
産
量
が
十
四
年
ぶ
り
の
三
十
四
万
ト
ン

台
の
大
豊
作
と
な
り
、
生
産
目
標
の
三
十
八
万
ト

ン
達
成
に
向
け
弾
み
が
つ
き
ま
し
た
。

　

市
政
に
お
い
て
は
、
観
光
部
門
強
化
に
向
け
て
、

﹁
観
光
商
工
局
﹂
を
新
設
す
る
な
ど
組
織
の
一
部
を

見
直
し
た
ほ
か
、
本
市
に
縁
の
あ
る
著
名
人
に
宮

古
島
の
良
さ
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
頂
く
た
め
に
八

名
の
宮
古
島
大
使
を
認
証
し
ま
し
た
。
ま
た
伊
良

部
・
池
間
漁
協
の
製
氷
冷
蔵
施
設
の
建
設
や
市
陸

上
競
技
場
の
全
面
改
修
に
着
手
す
る
等
、
市
民
の

皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
各
種
の
施
策
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
宮
古
島
海
中
公
園
オ
ー
プ
ン
、
下
里
公
設

市
場
・
宮
古
島
市
斎
苑
の
供
用
開
始
、
中
学
一
年
生
か

ら
高
校
一
年
生
の
女
生
徒
を
対
象
に
し
た
、
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宮
古
島
を
含
む
沖
縄
本
島
中
南
部
に
埋
蔵
し

て
い
る
と
い
わ
れ
る
天
然
ガ
ス
資
源
の
開
発
調
査
事
業

を
県
が
実
施
予
定
で
あ
り
、
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
を
目
指

す
本
市
に
と
っ
て
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
県
が
策
定
予
定
の
﹁
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ

ン
﹂
に
お
い
て
、
本
市
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
﹁
流
通

コ
ス
ト
の
低
減
化
﹂、﹁
低
炭
素
社
会
を
先
導
す
る
離
島

モ
デ
ル
の
構
築
﹂、
﹁
宮
古
圏
域
に
お
け
る
広
域
公
園
の

整
備
﹂
な
ど
、
重
要
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、長
期
的
な
島
づ
く
り
と
い
た
し
ま
し
て
﹁
こ

こ
ろ
つ
な
ぐ
結
い
の
島
宮
古
﹂
の
実
現
に
向
け
、﹁
環

境
共
生
﹂・﹁
産
業
振
興
﹂・﹁
教
育
文
化
﹂・﹁
健
康
福
祉
﹂・

﹁
生
活
環
境
﹂・﹁
住
民
自
治
﹂
を
基
本
目
標
に
圏
域
全

体
の
均
衡
あ
る
発
展
に
向
け
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
一
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て

幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

圏
域
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
を

宮 

古 

島 

市 

長   

下 

地  

敏 

彦

  

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

  

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
二
〇
一
一
年
の
新
春
を
お
健
や
か
に
お

迎
え
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

  

旧
年
中
は
市
議
会
に
対
し
、
温
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

  

さ
て
、
宮
古
島
市
は
昨
年
、
市
制
施
行
５

周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

合
併
当
初
直
面
し
た
多
く
の
課
題
も
、
市
民

各
位
の
ご
協
力
の
も
と
一
つ
ひ
と
つ
乗
り
越

え
、
本
市
の
将
来
像
と
島
づ
く
り
の
基
本
目

標
で
も
あ
る
﹁
こ
こ
ろ
つ
な
ぐ　

結
い
の
島

　

宮
古
﹂
の
実
現
に
向
け
着
実
に
前
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

  

本
年
は
、
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
県
立
宮
古

病
院
の
新
築
移
転
に
伴
う
工
事
着
工
を
は
じ

め
、
海
中
公
園
の
オ
ー
プ
ン
、
下
里
公
設
市

場
の
完
成
、
新
葬
祭
場
の
供
用
開
始
、
天

然
ガ
ス
資
源
調
査
等
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

  

ま
た
、
宮
古
﹁
花
の
王
国
﹂
造
成
、
宮
古
島

海
族
ま
つ
り
︵
仮
称
︶
、
生
ま
れ
島
・
ミ
ャ
ー

ク
大
会
︵
仮
称
︶
等
、
様
々
な
事
業
が
計
画

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

  

こ
れ
ら
の
事
は
、
市
民
の
福
祉
向
上
、
経
済

活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ま

す
。

　

こ
の
事
を
踏
ま
え
、
議
員
一
同
、
本
年
を

宮
古
島
市
躍
進
の
年
と
し
て
、
市
民
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
市
政
に
反
映
さ
せ
、
市
民
の
暮

ら
し
と
健
康
を
守
る
た
め
、
全
力
を
傾
注
し

て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
二
〇
一
一
年
が
全
市
民

に
と
り
ま
し
て
、﹁
飛
躍
の
年
・
幸
多
き
年
﹂

と
な
る
事
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

市
議
会
に
対
し
、
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
し
て
、
年
頭
の

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

市
民
の
ニ
ー
ズ
を
適
確
に
市
政
に
反
映
さ
せ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
古
島
市
の
躍
進
を

宮 

古 

島 

市 

議 

会 

議 
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下 

地  

明
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　初春のお祝いを申し上げます。

　故郷の皆様には、晴れやかな新年を迎えられた

こととお慶び申し上げます。平素は九州宮古郷友

会の活動にご支援ご協力を賜り真にありがとうご

ざいます。昨年は、「市制施行 5 周年」を迎えられ

宮古島市民の皆様には重ねてお祝い申し上げます。

　市民と行政が一体となった「 博愛の島 美ぎ島 

宮古島 」ブランドを益々発展させ、想像力をかき

立てる魅力ある宮古島を全国にアピールしたいも

のです。私たち郷友会会員も、ふるさととのパイ

プ役として努めていきたいと思います。

　毎年 10 月には九州郷友会主催の「宮古島を愛

する会」ツアーを催して多くの賛同者を頂いてお

ります。これからも「美ぎ島 宮古島」を多くの人

に知って頂きたく絆を深めていければと思います。

  ふるさとの益々の繁栄と、肝美ぎ市民の皆様のご

健勝をお祈り申し上げ、九州からの新年の挨拶と

致します。

　新年明けましておめでとうございます。

　宮古島の皆様には、輝かしい新年を迎えられた

ことと心からお慶び申し上げます。

　私ども連合会は、昨年 10 月 31 日に「第 37 回

関東宮古ふるさとまつり」を宮古島大好きな本土

の方々や故郷宮古島からの参加など 1200 余名の

参加者で、なりやまあやぐ大会、各郷友会の唄踊

りを披露するなど、大盛況のまつりとなりました。

そして多くの方々と出会い、皆さん「宮古島をこ

んなにも愛しているのだな」とあらためて実感し

ました。

　伊良部島に架かる橋も完成間近。宮古島は今後

も益々発展していくでしょう。私どもも島の発展

に一助出来るよう全力で頑張ってまいります。

　今年も皆様のさらなる発展、充実した 1 年とな

りますよう心からお祈り申し上げます。

あけましておめでとうございます
　　　　　　　　　県外宮古郷友会 一同

九州宮古郷友会

会長　川満  彰　( 下地出身 )

　新年明けましておめでとうございます。

　宮古島の皆様には幸多き初春を迎えられたこ

ととお慶び申し上げます。平素は関西宮古郷友

会にご理解とご協力を賜り真にありがとうござ

います。昨年中は宮古島市では市制 5 周年行事、

第 1 回エコアイランド宮古島マラソンと多忙な

充実した年だったと思います。また、第 35 回関

西宮古ふるさとまつりには、宮古島市から、重職

の方々にご参加頂き、そして、宮古テレビ、各

酒造メーカーの方々にもご協力頂き、私達郷友

会員一同お礼を申し上げます。これからも関西

宮古郷友会では、ふるさとの文化風習などを共

有し、宮古島の益々の発展のために努力し、ふ

るさととの絆を深めていく所存でございます。

   今年も充実した輝かし年でありますようにお

祈りいたしております。　

関西宮古郷友会

会長　与那覇  信吉　( 平良出身 )

　明けましておめでとうございます。

　故郷宮古島の皆様、健やかにお過ごしのことと

お慶び申し上げます。今年は日本全国で「宮古島

で民宿を」とした TV 番組が放送され、広島でも

話題に上がっています。宮古島で実際に生活する

皆様には、何かしら影響があったことでしょう。

　“さしば”が来たりて憩う豊穣の宮古島の自

然と文化が未来永劫に繁栄することを願ってい

ます。

  私達「宮古郷友会」は、広島のフェスティバル、

イベントに積極的に参加して盛り上げています。

　また、花見会や慶事で集い親睦を深めています。

　宮古島に暮らす皆様の益々の幸せとご繁栄をお

祈り申し上げ、新春のご挨拶といたします。

関東宮古郷友会連合会

会長　島袋  健　( 伊良部出身 )

広島宮古郷友会

会長　仲間  洋一　( 伊良部出身 )

宮古島市教育委員会　　　

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
本

市
教
育
行
政
に
対
し
て
格
別
な
る
ご
指
導
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

さ
て
、
宮
古
教
育
界
の
先
達
は
﹁
人
材
を
以
て

資
源
と
為
す
﹂
を
合
言
葉
に
鋭
意
努
力
し
て
き
ま

し
た
。
古
く
て
新
し
い
含
蓄
あ
る
言
霊
で
す
。
輝

か
し
い
卯
年
は
、
継
承
の
意
か
ら
﹁
個
性
あ
る
教

育
行
政
の
創
造
﹂
を
テ
ー
マ
で
人
つ
く
り
を
視
点

に
魅
力
あ
ふ
れ
た
特
色
あ
る
学
校
支
援
に
努
力
す

る
決
意
で
す
。 

　

昨
年
は
、
児
童
生
徒
に
よ
る
活
躍
で
慶
事
の
つ

づ
く
１
年
で
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
史
に
固
く
刻
ん
だ

地
元
開
催
の
県
中
体
連
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

で
平
良
・
伊
良
部
の
決
勝
戦
。
久
松
中
が
県
陸
上

競
技
大
会
で
総
合
優
勝
。
平
良
中
が
県
女
子
駅
伝

競
走
で
初
の
九
州
大
会
出
場
。
砂
川
小
の
川
満
君

が
走
り
高
跳
び
で
日
本
一
等
と
枚
挙
に
い
と
ま
の

な
い
日
々
で
し
た
。 

　

文
化
面
で
は
、
平
良
・
北
中
吹
奏
楽
部
に
よ
る

県
大
会
で
３
年
と
４
年
連
続
金
賞
。
全
国
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
で
経
済
産
業
大
臣
賞
と
国
務
大
臣
賞
。

宮
古
島
市
文
化
祭
に
書
道
、
詩
歌
、
作
文
、
俳
句
、

工
作
等
で
個
性
き
ら
め
く
感
性
豊
か
な
作
品
が
並

ん
で
質
の
高
さ
を
印
象
づ
け
、
応
援
団
の
旗
ふ
り

役
と
な
り
ま
し
ょ
う
。 

　

も
う
ひ
と
つ
本
市
の
こ
ど
も
た
ち
の
自
慢
が
あ

り
ま
す
。
笑
顔
で
す
。
体
全
体
か
ら
こ
ぼ
れ
る
表

情
に
き
ら
り
と
光
る
瞳
は
、
先
人
に
よ
る
精
神
文

化
ス
ナ
カ
ギ
・
マ
イ
フ
カ
の
代
表
で
あ
り
誇
る
べ

き
遺
産
で
す
。 

　

今
年
は
、人
間
・
ふ
る
さ
と
・
自
然
愛
﹁
３
愛
の
心
﹂

で
本
市
独
自
の
具
現
化
し
た
学
力
向
上
対
策
の
実

践
を
は
じ
め
課
題
で
あ
る
学
校
規
模
適
正
化
、
マ

ス
コ
ミ
を
通
し
た
お
ら
が
学
校
自
慢
等
の
ひ
と
つ

ひ
と
つ
に
向
き
合
い
丁
寧
な
対
応
を
心
掛
け
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
教
育
は
幅
広
く
奥
行
き
の

深
い
営
み
だ
け
に
、
学
校
現
場
と
一
体
と
な
り
市

民
の
皆
様
と
協
働
し
な
が
ら
教
育
行
政
の
創
造
を

心
し
て
真
摯
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

　

新
年
も
更
な
る
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し

上
げ
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。 

「
個
性
あ
る
教
育
行
政
の
創
造
」
を
心
し
て

                                              

宮
古
島
市
教
育
委
員
会 

教
育
長  

川
上
哲
也

　新年明けましておめでとうございます。



① 　宮古島海中公園オープン 現在建設中で今年 4 月にオープン予定。

② 　県立宮古病院着工 旧宮古農林高校グランドに移転新築 (H25 年 5 月開院予定 )。

③ 　天然ガス調査
宮古島を含む本島中南部に埋蔵するとされる天然ガス資源の調査事業が実
施予定。

④ 　宮古「花の王国」造成
花と緑の島づくり計画を推進するため、熱帯植物園のリニューアル事業を
行い観光各や市民の憩い場を創出。

⑤
　「生まれ島・ミャーク
　　　大会 ( 仮称 )」開催

国内外で活躍する宮古出身者や宮古島を愛する人たちが集い、島の発展に
ついて考えるイベント (11 月開催予定 )。

⑥ 　葬斎場の供用開始 宮古島市斎苑が供用開始。

⑦
　先島航路旅客船による
　旅客輸送の実施

潜水病など身体的理由により航空機で移動が困難な方を対象とした、先島
〜沖縄本島間の旅客航路が 1 月 10 日から週 2 便運行。

⑧ 　下里公設市場の建設 旧下里公設市場跡地に、新公設市場を建設。

⑨
　「宮古島海族
　　　まつり ( 仮称 )」開催

海をメインテーマとしたイベント「宮古島海族まつり」( 仮称 ) を開催予定。

⑩
　子宮頸がん予防
　　　ワクチン接種開始

今年から子宮頸がん予防ワクチンを中 1 〜高 1 の女子に接種予定。
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うまんかい！かまんかい！

宮古島の　　　　

　　　　話題 【The Topics】

■内容：暮らしの中のちょっとした出来事 (30 字以内 )

　　　   毎月掲載者の中から抽選で 1 名に図書券を進呈します

■応募：ハガキ・FAX・メールで下記まで

　　　　※ 住所・年齢・名前 ( 匿名・ペンネーム可 ) を明記すること

        　 〒 906-8501 宮古島市平良字西里 186   広報みやこじま「一筆物語」宛   

            TEL：72-3751（内線 304）   FAX：73-1645

            E-mail： kouhoubosyu@city.miyakojima.lg.jp

「一筆物語」  募集！

宮古島市の10 大ニュース2010 宮古島市の10 大ニュース
①  市制施行 5 周年記念行事

市制施行 5 周年を記念し、式典・祝賀会を開催したほか、関連行事としてマン

ゴーまつり、牛まつり、女優市原悦子さんによるトークライブ、世田谷区民吹

奏楽団演奏会、エコマラソン、旧市町村収蔵資料展、市民アンケートなどを実施。

②
 宮古島市でも口蹄疫　

　　　対策本部を設置

４月 20 日、宮崎県で確認された口蹄疫は、遠隔地の宮古島でも２ヶ月に渡り

セリ市が中止されるなど大きな影響を与えた。市では口蹄疫対策本部を設置し、

農家をはじめ関係機関との連携により、口蹄疫の侵入防止に努めた。

③

平成 22 年度

全国高等学校総合体育大会

男子バレーボール競技大会

「青天届く君の風みなぎる闘志が夏に輝く」の大会スローガンのもと、地元伊

良部高校をはじめとする全国から 56 チームが出場し熱戦が展開された。大会

では、地元の高校生が「一人一役活動」として運営・競技・式典と補助員として、

中体連・高体連・宮古バレーボール協会と連携し、大会成功の原動力となった。

④  宮古島大使の選定 ( 認証 )
著名人の知名度を観光をはじめとする宮古島の宣伝にうまく活用し、宮古島市

の良さを全国に周知するとともに、マスメディアに出演した際に、宮古島市の

宣伝を積極的に行っていくことを目的とし、今年度は 8 名の大使を認証。

⑤
 学校規模適正化

　　検討委員会が発足

児童・生徒の減少傾向が続く中、統廃合を含めた適正な学校規模の在り方を考

えるため、地域の代表や学識経験者らで構成された「宮古島市学校規模適正化

検討委員会」が設置され、小中学校の再編への取り組みがスタート。

⑥
 メガソーラー実証　　　

　　　研究設備完成

経済産業省資源エネルギー庁の離島独立型系統新エネルギー導入実証事業で施

設が整備された。同施設は国内最大級で約 4,000kw を発電蓄電し、出力変動

の平準化による制御機能などの検証を 3 年間進める。

⑦
 サトウキビ 14 年ぶり　

　　34 万トン台の豊作

宮古管内の 2009 − 10 年度サトウキビ生産量が前年比 13.1％増の 34 万 9242

トンと 14 年ぶりに 34 万トン台の豊作となり、農家の総手取額は 80 億 7000

万円となった。また、昨年は上野地区の川満長英氏が「平成 22 年度 ( 第 49 回 )

農林水産祭」で県内サトウキビ農家では初の快挙となる内閣総理大臣賞を受賞、

サトウキビ生産農家の大きな励みとなった。

⑧  市陸上競技場全面改修

安全性が指摘されていた市陸上競技場の改修工事が 3 月に完了した。同競技場

は、09 年 10 月から総工費 2 億 2400 万円余をかけ、トラック・タータン部分

の張り替え等を行っていた。また、昨年はメインスタンドの改修工事に伴う解

体撤去作業が行われ、駐車場整備も含め今年 4 月にリニューアルオープン予定。

⑨
 伊良部、池間漁協に

　　製氷冷蔵施設が完成
伊良部及び池間両漁港漁業用施設「製氷冷蔵施設」整備が完成。今後両島での

漁業活性化が期待される。

⑩  観光商工局の新設 観光部門強化に向けて、機構改革を行った。

2011 今年の主な話題

　12 月 4 日・5 日の両日、第 33 回宮古の産業まつりが宮古島市

体験工芸村 ( 熱帯植物園 ) で行われました。午前 10 時から始まっ

たまつりは、宮古の特産品や農林水産物の展示即売会、地元の高

校生によるロボット展示、宮古の織物ファッションショー、料理

コンテストなどの充実した内容で実施され、多くの市民が宮古の

特産品を買い求めていました。

　2 日目である 5 日には、今年第 9 回クイチャーフェスティバル 2010 が行われ、伝統的なクイチャー

から現代的な創作クイチャーまで様々なクイチャーで会場は終始賑わいを見せていました。

宮古の特産品、勢揃い！
第 33 回宮古の産業まつり・第 9 回クイチャ−

　　   フェスティバル 2010/ 宮古島市体験工芸村

　宮古島人権啓発活動地域ネットワーク協議会による「人権の花運動」の一環として植え付けた「人

権の花」の開花式が、12 月 3 日に上野小学校、6 日に下地小学校でそれぞれ行われました。

　この「人権の花」 の植え付けは、 花の栽培を通して子どもの情操を

豊かにし、 命の大切さや相手を思いやるという基本的人権の尊重の精

神を身につけさせることを目的にしたものです。

　式では、両校で学校への感謝状の贈呈と人権啓発劇が行われました。

人権の花、満開！  「人権の花」開花式 / 下地小学校・上野小学校




